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・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

・南岳東側の地点A周辺において、衛星から遠ざかる変動が見られます。（国土地理院 第７回火山調査委員会 桜島）

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]

桜島の干渉SAR時系列解析結果（南行） 国土地理院 第７回火山調査委員会 桜島
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2023/8/18～2024/5/24 南行：2023/11/6～2024/2/26

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2015/8/19～2023/11/29 南行：2015/8/24 ～2025/6/2

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動

・ 傾斜計・伸縮計による急激な傾向の変化は認められない。

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]

• 桜島島内の傾斜計及び伸縮計では、急激な山体の膨張（隆起）が５月中旬から約１ヶ月半の周期で計３回観測されました。１回目は５月12日頃
から、２回目は７月５日頃から、３回目は８月19日頃からで、膨張はいずれも１日から３日間程度継続しました。膨張直後からは噴火活動の活
発化がみられましたが、いずれの場合もその膨張の大部分は解消せずに経過しました。また、それぞれ急激な膨張の前には、半月から１ヶ月
半にわたる緩やかな山体の収縮（沈降）が観測されました。その他、一部の噴火に伴い、噴火前の山体の膨張（隆起）及び噴火後の収縮（沈
降）を示す変動が観測され、５月18日から22日の噴火活動活発化の際には、数十分～数時間の短い間隔で繰り返しみられました。

（気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動）
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③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]

• 桜島島内の傾斜計及び伸縮計では、11日から12日にかけて山体の膨張（隆起）及び収縮（沈降）が観測されました。
（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年１月））
• 桜島島内の傾斜計及び伸縮計では、12日から13日及び25日から26日にかけて、山体の膨張（隆起）及び収縮（沈降）が観測されました。
（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年２月））
• 桜島島内の傾斜計及び伸縮計では、 24日から26日及び30日から31日に、山体の膨張（隆起）及び収縮（沈降）が観測されました。
（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月））

気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月）気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年２月）
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• 地殻変動：傾斜計データおよびGNSS データには、顕著な変化は見られない。
（防災科学技術研究所 第７回火山調査委員会 桜島）

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]

防災科学技術研究所 第７回火山調査委員会 桜島
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・ 過去からの長期的な傾向と比較して、既往の火山ガス放出場所の拡大又は消滅、 放出場所の出現は認められない。

・ 過去からの長期的な傾向と比較して、一時的に高い放出量（ 1万1200トン/日）が観測されたものの、長期的傾向と比較して急激な傾向の変化は認め
られない。

• 火山ガス（二酸化硫黄）の１日あたりの放出量は、300～11,200 トンでした。噴火活動の活発化に伴って放出量が増加し、５月20日には、１日あ
たり11,200 トンと大きく増加しました。火山ガスの放出量は、2022年７月以降概ね多い状態で経過しています。 （気象庁 令和７年（2025年）の
桜島の火山活動）

• 期間内に実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）の１日あたりの放出量は1,300トン（２月：1,400～2,200トン）でした。火山ガスの放出量
は2022年７月以降、概ね多い状態で経過しています。（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月））

若尊 （気象庁 第７回火山調査委員会 若尊）
・火山ガス放出の異常に関する報告はない。若尊の周辺領域で時々地震が発生したが、地震活動の活発化はみられていない。

2024年４月～2026年３月（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月））

2006年6月～2025年12月（気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動）

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• 繰り返し実施した桜島島内及びその周辺における赤外熱映像装置による観測では、昭和火口内壁の一部、昭和火口近傍、南岳南東山腹及び
南岳南南東山腹で引き続き地熱域を確認しましたが、特段の変化は認められませんでした。夜間における観測では、肉眼でようやく認められる
程度の南岳山頂火口の火映を時々観測しました。また、かすかに感じる程度の火山ガスの臭気、降っているのがようやくわかる程度の降灰及
び注意深くしていると聞こえる程度の鳴動を観測しました。

（気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動）

気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• ７月９日に第十管区海上保安本部、12月12日に陸上自衛隊第８飛行隊の協力により実施した上空からの観測では、南岳山頂火口内及び火口
周辺の状況に特段の変化は認められませんでした。Ｂ火口内の地熱域は、2023年以降の観測時は南岳山頂火口の中心付近（Ａ火口側）に分
布していましたが、12月12日の観測では昭和火口側に分布しており、地熱域の分布に変化が認められました。昭和火口では、2023年の噴火に
より形成された火口内北側の火孔の内壁で白色噴煙を確認しました。また、噴煙の噴出場所付近では地熱域を確認しました。

（気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動）

気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]
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• （2026年3月）５日に実施した現地観測では、南岳南東山腹において高さ10ｍ程度の噴気を観測しました。この場所では、以前から噴気が時々
観測されています。今回と同様に噴気を確認できた2024年１月30日の観測と比較して、地熱域の分布に特段の変化は認められませんでした。

（気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月））

③ 姶良カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

気象庁 桜島の火山活動解説資料（令和８年３月）
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③ 姶良カルデラ [主な監視項目：火山ガス・熱活動（表面活動）]

東京大学地震研究所、機動的な調査観測・解析グループ 第７回火山調査委員会 桜島

• 桜島では、2020-2025年の期間、準定常的に熱異常が見られる（図１）。詳しく見ると、ひまわりの2.3 μm, 1.6 μmバンドの熱異常が高い状態（＞0.1 W sr-1 m-2

μm-1 ）が１～6ヶ月程度続く活発期（図１ 赤線活発期１～６） が繰り返し発生している。これらの活発期は火山灰の総放出量が多い時期と比較的一致しているよう
にみえる（図1 最下段）。活発期でない時期においても、小規模な爆発的噴火が散発的に発生している。2025年は、活発期6 が3月に終わり、それ以降、熱活動的
にはやや低調な状態が続いている。

• 桜島では、A火口、B火口、昭和火口の各火口に対応する熱異常に加え、昭和火口東斜面中腹に、複数の熱異常域が見られる（図２； 気象庁により報告されている
ものと同様）。この内、標高550 m 付近にある最も大きいものを“熱異常域E ”と仮称する。熱異常域 E の温度と同標高のバックグラウンドとの温度差（熱異常）は、
2006年に始まった昭和火口での噴火活動開始に先行して上昇し、昭和火口で活動が始まると共に、徐々に低下していることがわかった（図３；2024年も低下）。今
後、昭和火口から再び活動は始まる場合は、熱異常域E が何らかの変化を示す可能性もある。

（東京大学地震研究所、機動的な調査観測・解析グループ 第７回火山調査委員会 桜島）
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• 南岳山頂火口では、噴火活動が継続しており、特に５月中旬から下旬頃には噴火活動が活発となりました。噴火は361 回発生し、前年（2024 
年：99 回）と比較して増加しました。このうち爆発は172 回発生し、前年（2024年：46 回）と比較して増加しました。噴煙の高さが火口縁上3,000
ｍ以上に達した噴火は12 回発生し、前年（2024年：８回）と比較して噴煙量の多い噴火が増加しました。噴煙は最高で火口縁上4,400ｍまで上
がりました。弾道を描いて飛散する大きな噴石は最大で５合目（南岳山頂火口から約1,400ｍ）まで達しました。また、同火口では、夜間に高感
度の監視カメラで火映をほぼ連日観測しました。

• ５月15 日10 時45 分に発生した噴火は翌日（16 日）04 時00 分頃まで継続し、噴煙は最高で3,000ｍまで上がりました。この噴火に伴い、15 日
に桜島島内で実施した現地調査では、鹿児島市黒神町で多量の降灰を観測しました。なお、小さな噴石は確認されませんでした。

• 昭和火口では、噴火及び火映は観測されず、活動は低調な状態で経過しました（2024年：噴火、爆発なし）。
（気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動）

• 既往の火口の拡大や消長、新たな火口や火道の形成は認められない。

• マグマ成分の物理的・化学的性質に急激な変化があったとする科学的知見は認められない。

• 噴煙柱高度が数十km 程度のプリニー式噴火を伴うような噴火は認められない。

気象庁 令和７年（2025年）の桜島の火山活動

③ 姶良カルデラ [その他の監視項目：噴出場所及び噴出物、噴火様式]




